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写真 1 亀甲織のコースター   写真 2 ホームスパンのマフラー 









































の未熟さがみられたため、ICT スキルの向上も目指した（表 1）。 
  
表 1 南部せんべいを題材とした授業展開 
日付 教材 内容 課題 PC ｿﾌﾄ 
10/23 書籍 
小松シキ「むすんでひらいて」 























































































































































写真 3 仮設住宅外観（2011 年 5 月撮影） 写真 4 仮設住宅内観（2011 年 5 月撮影） 
 
 災害救助法による応急仮設住宅は 2 年が期限とされているが、次の住まいを確
保できず、仮設住宅での居住年数を延長せざるを得ない状況がみられ、住田町の



















B 家は隣り合い、A 家は長男がＵターンして戻り、B 家の子供は県外へ出たまま

















2020 年 2 月、松江市道路課に「雪と地域を結ぶ」と題し除雪計画を、政策部
から「国土強靱化推進計画」を題材に防災で居住地域での住民の助け合いの重要
性の講座を依頼した。道路除雪にあたり、国道・県道・市道に加えて、農道・林
道・港湾道路・赤道の存在も説明を受けた。学生達の記述には、「雪かきをしな
いと交通事故や公共交通機関の運休、人命救助を速やかに行えない、そして物資
を各地へ届けられないために産業にも影響を及ぼし、最終的には松江市全体の損
259
失になると聞き、雪かきの重要性を改めて学びました。」と雪かきそのものを取
り上げたもの、「課題としては、除雪にかかる費用の負担や数年に一度の大雪に
備えての設備投資が困難なこと、建設業者が少ないため市道が後回しになってい
ること、建設業者の人手不足、住民の意識低下がみられるという様々なことがあ
ることを知りました」と財源と人手に注目したもの、「除雪だけでなく、普段か
ら道路を整備して下さっている、市役所の方や建設会社のかたのおかげで私たち
が安全に生活できているということを強く感じました」と安心感に言及したもの
が他にもみられ、道路除雪と防災の重要性を通し、まちづくり・むらづくりにお
いて、地域の居住者の安心感の確保のために果たす行政の役割の一端を理解する
機会となった。 
 
6.おわりに 
 今年度の地域資源を題材としたむらづくりに関わる授業実践から、島根県以外
の県産品を教材に選定したとしても、一定の学習効果が得られることがわかっ
た。学部開設当初、「島根で行う、島根を考える教育には、島根の題材を」と考
えていたが、「他県産品を題材に学びとった事柄を、島根の地で考える」という
方法も、島根の地域文化の学びに役立つというのが、今回得られた発見であっ
た。 
今回履修した学生の次年度科目では、白米を粉にする米粉加工と、セメントと
水を混ぜたモルタルとの比較を計画中である。背景は、南部煎餅を予め砕いてお
き、チョコレートと混ぜるという斬新な発想の新商品が展開されているが、この
砕かれた粒の大小の写真と、コンクリートに配合する砂利の粒度とが似ており共
通項を見出せたことによる。今年度は衣食住を別々の地域資源からむらづくりを
扱ったが、「衣＋食」、「食＋住」、「住＋衣」の組み合わせで地域資源の材料特性
を踏まえた上で、むらづくりを効果的に学習できる教材開発を検討している。今
後の予定として「住＋食」に注目し、むらづくりの全国的課題である居住者の生
活を脅かす鳥獣害対策と、それに伴い屠殺された動物の肉を食品加工販売する仕
組みを取り上げる。 
 
 教育実践にあたり講演経費・書籍・映像・商品を無償で提供して下さった株式
会社小松製菓（南部せんべい巖手屋）の皆様に深く感謝申し上げます。 
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